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がん専門薬剤師制度移管にかかるスライドの改訂について 
 
 
 平素より社団法人日本病院薬剤師会の運営にご高配を賜り御礼申し上げます。 
 医療法上広告可能な専門薬剤師制度の創設を目指し、がん専門薬剤師制度の

移管について公表させていただきました（日病薬発第 21-209、21-210 号）が、
資格の移行について明確にするべくスライドを改訂させていただきましたので、

ご確認くださいますようお願い申し上げます。 



がん専門薬剤師制度移管にかかる検討の経緯


＜日病薬＞
 ＜医療薬学会＞


日病薬が専門薬剤師認定制度の移管検討を依頼し（2/18）、医療薬学会が移管検討を承認し
（3/27）、第１回（6/20）・第２回（7/24）にがん専門薬剤師認定制度移管の合同協議を開催。 

１，日病薬の専門薬剤師認定制度を日本医療薬学会に順次移管を検討する。 
　　まず、がん専門薬剤師部門について移管する。 

２，可及的速やかに広告可能な専門薬剤師認定制度とするために、平成21年11月を目途に　　
日本医療薬学会に移管する。


7/25：理事会

・がん専門薬剤師認定事業移管の基本合意

・今年度以降のがん専門薬剤師認定事業


（試験・認定申請）中止の基本合意


8/21：理事会

がん専門薬剤師認定制度を平成21年11月より 
発足させる。


・・・理事会の承認を受けて、規程案を作成


9/15：第３回合同協議（最終案）

１，平成21年11月1日を目処に日本病院薬剤師会がん専門薬剤師制度を日本医療薬学会に

　　移管する。 
２，日本医療薬学会は、がん専門薬剤師制度の移管にあたっては日本病院薬剤師会が認定した

　　がん専門薬剤師・がん薬物療法認定薬剤師が円滑に日本医療薬学会がん専門薬剤師に 
　　移行できるよう、５年間の暫定的措置を設ける。

３，日本病院薬剤師会がん専門薬剤師認定制度は平成２１年度の試験に基づいて行う直近の 
　　認定をもって終了する。 
４，平成21年度日本病院薬剤師会がん専門薬剤師認定試験日を３月7日へ延期する。 

10/4：臨時理事会

第3回合同協議の内容について承認
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医療法に基づく医療従事者の専門性 
に関する広告のための制度要件


次に掲げる研修体制、試験制度その他の事項に関する基準に適合するものとし
て厚生労働大臣に届け出た団体が行う医師、歯科医師、薬剤師、看護師その他の
医療従事者の専門性に関する認定を受けた旨 

イ 学術団体として法人格を有していること。  
ロ 会員数が千人以上であり、かつ、その八割以上が当該認定に係る医療従事者 
であること。  

ハ 一定の活動実績を有し、かつ、その内容を公表していること。  
ニ 外部からの問い合わせに対応できる体制が整備されていること。  
ホ 当該認定に係る医療従事者の専門性に関する資格(以下「資格」という。)の  

取得条件を公表していること。  
ヘ 資格の認定に際して、医師、歯科医師、薬剤師においては五年以上、看護師  
その他の医療従事者においては三年以上の研修の受講を条件としていること。  

ト 資格の認定に際して適正な試験を実施していること。  
チ 資格を定期的に更新する制度を設けていること。  
リ 会員及び資格を認定した医療従事者の名簿が公表されていること。  

医療法第六条の五第一項第七号 
平成十九年厚生労働省告示第百八号 
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新がん専門薬剤師制度のポイント 

•  薬剤師に係る資格として初めて医療法上広告
が可能となる資格 

•  研究業績ではなく、臨床能力を重視 

•  認定研修施設における５年間の研修が必須 

•  病院薬剤師に加えて、保険薬局や大学に勤務
する薬剤師にも道を開く 
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日本医療薬学会がん専門薬剤師認定基準


以下の全てを満たす者を日本医療薬学会がん専門薬剤師として認定する。


（１）日本国の薬剤師免許を有し、薬剤師として優れた人格と見識を備えて
いること。


（２）薬剤師としての実務経験を５年以上有すること。


（３）日本医療薬学会の会員であること。


（４）日本医療薬学会認定薬剤師、日本病院薬剤師会生涯研修履修認定
薬剤師、薬剤師認定制度認証機構により認証された生涯研修認定制
度による認定薬剤師あるいは日本臨床薬理学会認定薬剤師であること。


（５）日本医療薬学会が認定する研修施設において、日本医療薬学会の定
めた研修カリキュラムに従って、がん薬物療法に関する５年以上の研
修歴を有すること。


（６）日本医療薬学会が認定するがん領域の講習会を５０単位以上履修した
こと。


（７）がん患者への薬剤管理指導の実績５０症例（３臓器・領域以上の癌種）
を提出すること。


（８）日本医療薬学会が実施するがん専門薬剤師認定試験に合格すること。
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主な補則


•  要件（５）の５年以上の研修歴に関しては、研修施設の日本医
療薬学会がん指導薬剤師あるいは日本医療薬学会指導薬

剤師による研修修了証明書を提出すること。


•  要件（６）については申請時点から遡って過去５年間に５０単位
を履修すること。


•  要件（７）の薬剤管理指導実績は、過去５年間に自ら担当した
患者のうち５０症例の要約を提出する。それぞれの臓器・領

域について５症例以上含めることとし、且つ消化器・呼吸器・

乳房・造血器悪性疾患のうち２領域以上を含むこと。 

薬剤管理指導実績の要約は、がん治療に関する薬学的介

入あるいは薬学的ケアの内容を記載することとし、抗がん剤

治療、支持療法、緩和医療を含むがん薬物療法全般にわた

る実績が含まれねばならない。
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日本医療薬学会がん指導薬剤師認定基準


（１）日本医療薬学会がん専門薬剤師として５年以上の活動実

績を有すること。


（２）５年間連続して日本医療薬学会の会員であること。


（３）がん領域の学会の会員であること。


（４）査読制のある国際的あるいは全国的学会誌・学術雑誌に

がん領域に関する学術論文が３編以上（うち、少なくとも１

編は筆頭著者）、国際学会あるいは全国規模の学会にお

いてがん領域に関する学会発表が３回以上（うち、少なくと

も１回は発表者）の全てを満たしていること。


注）２０２０年度以降の新規認定については要件（４）を下記に変更する。

①医療薬学に関する学術論文１０編以上（うち、がん領域に関する学術論文が３編以上
で且つ少なくとも１編は筆頭著者）。

②医療薬学に関する学会発表１０回以上（うち、がん領域に関する学会発表が３回以上
で且つ少なくとも１回は発表者）。
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日本医療薬学会がん専門薬剤師 
研修施設の認定基準


•  日本医療薬学会がん指導薬剤師あるいは日本医療薬学
会認定指導薬剤師 １名以上の常勤


•  悪性腫瘍患者に対する入院および外来診療の実施

•  年間がん薬物療法を50例以上実施

•  がん薬物療法レジメンの審査・登録体制

•  薬剤師による抗がん剤処方鑑査（注射、内服）の実施

•  薬剤師による抗がん剤混合調製の実施

•  悪性腫瘍患者に対する薬剤管理指導業務の実施

•  緩和医療の実施
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日本医療薬学会がん専門薬剤師養成研修コアカリキュラム


I.  がん医療における薬剤師の役割を理解し、医師、看護師、その他の医療
従事者と良好な意思疎通を図り、医療チームに参画すること。


II.  患者にとって最適ながん薬物療法を提供するため、個々の患者の状態を
的確に把握し、副作用や治療効果をモニタリングする。さらに、治療レジメ
ンや支持療法の提案など、医療チームに貢献すること。


III.  抗がん剤処方の鑑査、注射用抗がん剤の混合調製、内服抗がん剤の調
剤を正確かつ安全に遂行する技術と知識を会得すること。さらに、がん薬
物療法の安全確保対策を立案し、医療スタッフへの指導・周知を行うこと。


IV.  患者および医療スタッフからの薬物療法に関する相談に適切に対応でき
ること。


V.  最新の医薬品情報や臨床情報・ガイドライン等を、国内外のデータベース
や文献情報から得る方法を習得すること。そして、がん薬物療法に関する
論文を読みこなし評価する能力を獲得すること。


VI.  態度としては、日進月歩のがん医療の最新知識と技術を常に学びつつ、
患者がより有効かつ安全な薬物療法の恩恵を受けることができるように、
がん薬物療法の向上に継続的に努力する心構えと姿勢を身につけること。


到達目標
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がん専門薬剤師

（試験合格）135名＋α


がん薬物療法認定薬剤師

（試験免除）564名


がん薬物療法認定薬剤師

（試験合格）123名 

がん専門薬剤師


がん指導薬剤師


日病薬
 日本医療薬学会


日病薬のがん専門薬剤師、がん薬物療法認定薬剤師から 
医療薬学会のがん専門薬剤師への移行イメージ
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定
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師、 

 

薬
剤
管
理
指
導
の
要
約
な
ど 

要件審査

学会発表 
論文、他


要件審査

書類審査


広告可能


認
定
試
験


筆
記
試
験 

＊医療薬学会のがん研修施設


がん専門薬剤師

（過渡的措置）29名
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日本医療薬学会認定


がん研修施設 
＜特徴＞

研修指導者として、

「医療薬学会認定がん指導薬剤師」


または

「医療薬学会指導薬剤師」が在籍する


医療薬学会のがん専門薬剤師新規取得に向けたイメージ


日本医療薬学会認定


がん専門薬剤師

（広告可能）


日本医療薬学会認定


がん指導薬剤師

（広告不可）
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剤
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導
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●薬剤管理指導を初めとする臨
床・講義研修を５年間行う 

●講習会の受講 
５年間で、５０単位以上を受講 

認
定
試
験
筆

記
試
験 

要件審査

学会発表 
論文、他


●生涯研修の認定 
日本病院薬剤師会生涯研修履
修認定薬剤師、日本医療薬学会
認定薬剤師など  

事
前
研
修
呍
事
前
学
習
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日本病院薬剤師会 
がん専門薬剤師部門事業について


がん専門薬剤師認定制度

平成２１年度認定後、廃止

最終試験：平成２２年３月７日

最終認定：平成２２年５月予定 
平成21年度認定取得者の場合、平成26年度末まで有効 

がん薬物療法認定薬剤師認定制度→継続


３ヵ月研修・集中教育講座→継続
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日本病院薬剤師会 
がん専門薬剤師事業


移管後の運用


がん専門薬剤師制度
 日本医療薬学会に移管する


がん専門薬剤師認定試験
 平成21年度の試験は行い廃止する

（最終試験）


がん専門薬剤師認定制度

（新規認定）


平成21年度の認定は行い廃止する

（最終認定）


がん専門薬剤師認定制度

（更新認定）


廃止する（平成21年度の認定を以て

制度を廃するため）


がん専門薬剤師３ヶ月研修
 継続する


がん専門薬剤師集中教育講座
 継続する


がん専門薬剤師研修施設認定
 継続する


がん薬物療法認定薬剤師認定試験
 継続する


がん薬物療法認定薬剤師認定制度

（新規認定）


継続する


がん薬物療法認定薬剤師認定制度

（更新認定）


継続する


移管に伴う日本病院薬剤師会がん専門薬剤師事業の整理
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